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1. 2023年2月期第1四半期の連結業績（2022年3月1日～2022年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年2月期第1四半期 9,611 ― 120 ― 112 ― 73 ―

2022年2月期第1四半期 9,682 △8.1 168 △48.4 157 △49.5 112 △46.0

（注）包括利益 2023年2月期第1四半期　　59百万円 （―％） 2022年2月期第1四半期　　107百万円 （△53.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年2月期第1四半期 78.84 ―

2022年2月期第1四半期 121.35 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、2023年2月期第1四半期
に係る各数値については、当該会計基準を適用した後の数値となっております。このため対前年同四半期増減率は記載しておりません。なお、当該会計基準等
を適用しなかった場合の営業収益は9,930百万円（対前年同四半期増減率2.6％）です。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年2月期第1四半期 16,835 2,988 16.7

2022年2月期 16,477 2,958 16.9

（参考）自己資本 2023年2月期第1四半期 2,813百万円 2022年2月期 2,787百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年2月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2023年2月期 ―

2023年2月期（予想） 0.00 ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 2月期の連結業績予想（2022年 3月 1日～2023年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,500 ― 385 ― 350 ― 180 ― 193.89

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2023年２月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しているため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後
の金額となっており、対前期及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年2月期1Q 934,999 株 2022年2月期 934,999 株

② 期末自己株式数 2023年2月期1Q 6,643 株 2022年2月期 6,643 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年2月期1Q 928,356 株 2022年2月期1Q 928,356 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、(添付資料)３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、前第１四半期連結累計期間と収益

の会計処理が異なることから、以下の経営成績に関する説明において増減額及び前年同四半期比（％）を記載せず

に説明しております。詳細については、「２　四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」をご参照ください。

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2022年３月１日～2022年５月31日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス

感染症の影響のあるなか、ワクチン接種の促進により新規感染者数が減少し明るい兆しが見られるものの、一方で

は、変異株の拡大により一進一退の状況が続いております。加えて、ロシア・ウクライナ情勢の長期化が懸念さ

れ、それに起因する資源価格の上昇等、景気の先行きは不透明な状況が継続しております。

個人消費につきましては、行動自粛の緩和などで幾分明るさを取り戻しつつありますが、雇用・所得環境の悪化

は改善されず、厳しい状況で推移いたしました。

小売業界におきましても、新型コロナウイルス感染症拡大抑止のための外出自粛要請やテレワークの推進等によ

るお客様の内食需要の高まりへの対応や、店舗における感染拡大防止策の実施等、求められるものは引き続き変化

しており、労働需要の逼迫に伴う人件費関連コストの増加、さらに、企業の統合・業界再編への動きがより一層強

まるなど業界を取り巻く環境は引き続き厳しさを増しております。

このような状況のもと、当社は新型コロナウイルス感染症の影響により、食料品および日用品の需要は引き続き

好調に推移したものの、前年同期の買い溜め需要の反動減の影響がありました。そのような状況の中、当社は基本

方針を「マルヨシセンターらしさの実現」とし、経営理念である「健康とおいしさ」をキーワードに、高まる簡便

需要への対応と外食需要の取り込みを図るため、味、品質にこだわった味付き肉やデリカ（惣菜）の商品開発を強

化しております。また、基本の徹底「挨拶」「接客・サービス」「鮮度管理・クリンリネス」「品切れさせない」

を行動の基本とし、地域のお客様に喜んでいただけるように取り組んでおります。

また、より強固な経営基盤の構築を目的とした生産性の改善を進め、１人当たりの利益高の向上に取り組んでお

ります。

なお、新型コロナウイルス感染症防止対策については、店舗ではお客様に対するソーシャルディスタンスの確

保、設備の消毒・清掃の強化、従業員のマスク着用、毎日の検温チェック等、お客様および従業員の安全と健康を

最優先に取り組んでおります。

このような取り組みの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は92億91百万円（前年同期は93億67百万円）、

営業利益は１億20百万円（前年同期は１億68百万円）、経常利益は１億12百万円（前年同期は１億57百万円）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は73百万円（前年同期は１億12百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、現金及び預金が１億90百万円、売掛金が89百万円増加したことなどにより、前期末に比べ４億18百

万円増加し、34億５百万円となりました。

有形固定資産は、前期末に比べ48百万円減少の110億78百万円、無形固定資産は、前期末に比べ１百万円増加

し、６億73百万円となりました。

投資その他の資産は、投資有価証券が25百万円減少した一方で、繰延税金資産が18百万円増加したことなどによ

り、前期末に比べ13百万円減少の16億72百万円となりました。

繰延資産は、社債発行費が０百万円減少し、５百万円となりました。

（負債）

負債は、前期末に比べ３億27百万円増加し、138億46百万円となりました。その主な内訳は、買掛金が３億34百

万円増加したことなどによるものであります。

（純資産）

純資産は、利益剰余金が43百万円増加したことなどにより、前期末に比べ29百万円増加し、29億88百万円となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績見通しにつきましては、第２四半期以降の新型コロナウイルス感染症の影響を現時点で想定すること

が困難なため、2022年４月13日発表の業績予想から変更しておりません。今後、感染症の拡大または収束により、

商品供給や店舗営業等の事業活動に大きな影響を及ぼす場合には、速やかに業績見通しの修正開示を行います。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,240,526 1,430,554

売掛金 374,042 463,170

商品 1,254,310 1,327,237

その他 117,574 184,117

流動資産合計 2,986,454 3,405,078

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,061,562 16,094,453

減価償却累計額 △12,512,644 △12,585,389

建物及び構築物（純額） 3,548,918 3,509,064

機械装置及び運搬具 2,144,036 2,147,306

減価償却累計額 △1,853,379 △1,826,815

機械装置及び運搬具（純額） 290,656 320,490

工具、器具及び備品 2,685,110 2,744,637

減価償却累計額 △2,305,889 △2,326,076

工具、器具及び備品（純額） 379,220 418,560

土地 6,699,530 6,699,530

リース資産 358,843 360,547

減価償却累計額 △213,164 △229,908

リース資産（純額） 145,678 130,638

建設仮勘定 63,176 -

有形固定資産合計 11,127,181 11,078,284

無形固定資産 671,579 673,379

投資その他の資産

投資有価証券 302,545 277,161

繰延税金資産 511,367 529,751

差入保証金 834,577 832,698

その他 66,777 62,307

貸倒引当金 △29,000 △29,000

投資その他の資産合計 1,686,268 1,672,919

固定資産合計 13,485,029 13,424,583

繰延資産

社債発行費 6,165 5,546

繰延資産合計 6,165 5,546

資産合計 16,477,649 16,835,208

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,352,282 2,686,951

短期借入金 150,000 -

１年内償還予定の社債 174,000 174,000

１年内返済予定の長期借入金 2,179,579 2,204,408

未払法人税等 136,477 64,179

賞与引当金 114,872 212,075

ポイント引当金 28,444 -

契約負債 - 80,031

その他 889,679 927,451

流動負債合計 6,025,333 6,349,096

固定負債

社債 585,000 512,000

長期借入金 5,463,555 5,605,952

リース債務 114,220 92,981

退職給付に係る負債 1,072,744 1,051,950

役員退職慰労引当金 71,100 47,527

資産除去債務 111,485 111,999

その他 75,360 75,035

固定負債合計 7,493,466 7,497,446

負債合計 13,518,800 13,846,543

純資産の部

株主資本

資本金 1,077,998 1,077,998

資本剰余金 514,827 514,827

利益剰余金 1,208,504 1,252,161

自己株式 △24,743 △24,743

株主資本合計 2,776,586 2,820,244

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △11,301 △28,899

退職給付に係る調整累計額 22,438 21,661

その他の包括利益累計額合計 11,136 △7,237

非支配株主持分 171,125 175,659

純資産合計 2,958,849 2,988,665

負債純資産合計 16,477,649 16,835,208
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年５月31日)

売上高 9,367,623 9,291,476

売上原価 7,026,965 7,091,183

売上総利益 2,340,658 2,200,293

営業収入 315,346 320,489

営業総利益 2,656,004 2,520,783

販売費及び一般管理費

販売促進費 201,671 83,156

消耗品費 67,286 60,684

運賃 143,628 148,020

賃借料 4,712 4,049

地代家賃 185,038 183,642

修繕維持費 102,769 100,490

給料手当及び賞与 1,061,739 1,061,737

福利厚生費 153,864 156,646

賞与引当金繰入額 105,841 86,913

退職給付費用 24,366 27,569

役員退職慰労引当金繰入額 2,178 1,827

水道光熱費 160,831 200,878

減価償却費 124,639 140,377

その他 148,474 144,111

販売費及び一般管理費合計 2,487,043 2,400,106

営業利益 168,961 120,676

営業外収益

受取利息及び配当金 159 132

受取手数料 1,446 1,297

受取保険金 374 328

保険配当金 426 2,675

リサイクル材売却益 1,620 1,620

補助金収入 - 984

その他 2,653 1,358

営業外収益合計 6,681 8,396

営業外費用

支払利息 16,213 14,197

その他 1,757 2,015

営業外費用合計 17,971 16,212

経常利益 157,671 112,860

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年５月31日)

特別利益

固定資産売却益 - 798

特別利益合計 - 798

特別損失

固定資産除却損 16 10

特別損失合計 16 10

税金等調整前四半期純利益 157,654 113,648

法人税、住民税及び事業税 64,281 46,148

法人税等調整額 △23,127 △10,290

法人税等合計 41,153 35,858

四半期純利益 116,501 77,789

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,848 4,602

親会社株主に帰属する四半期純利益 112,652 73,187
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年５月31日)

四半期純利益 116,501 77,789

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,881 △17,597

退職給付に係る調整額 △1,714 △777

その他の包括利益合計 △8,595 △18,374

四半期包括利益 107,905 59,414

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 104,094 54,881

非支配株主に係る四半期包括利益 3,810 4,533

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客への商品の

提供における当社の役割が代理人に該当する一部の取引については、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識

しておりましたが、顧客から受け取る額から商品の仕入れ先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更

し、販売促進のためのポイント制度における付与ポイント及びお買物券を履行義務と識別して契約負債を認識し、履

行義務が消滅する利用・失効時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高が318,546千円、売上原価が199,078千円、売上総利益が119,468千

円、販売費及び一般管理費が119,338千円、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益がそれぞれ130千円減少

しております。また、利益剰余金の当第１四半期連結会計期間期首残高は1,482千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「ポイント引当金」及び「その他」の一部を「契約負債」として表示しております。なお、収益認識会計基準第89-2

項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日）（以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。なお、四半期連結財務諸表への影響はありません。

- 9 -

株式会社マルヨシセンター（7515）　2023年２月期　第１四半期決算短信


